








































































取り組み期間：2018年 5 月13日（日）～ 9 月 1 日（日）
セミナー日：2018年 5 月13日（日）8 名 7 家族参加
フォロー相談会（1）：2018年 6 月 3 日（日）3 名参加
フォロー相談会（2）：2018年 7 月 1 日（日）2 名参加




































































































































































































































































































高 3 の春に、学校側から通学回数を週 3 回から週 5 回に変更させられた。それが苦痛で朝起きなく















































人でひたすら「気持ちの転換」に取り組むのはむずかしい。また、1 ヶ月に 1 度。自分の子どもに対
する気持ちの変化を語ったり、他の人からの視点をもらったりするフォローの場を設けたことが、お
母さんたちにとっては弾みとなったと感じられた。お母さん同士の体験の共有も励みとなった。
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母親の気持ちが変わると、子どもがどう変わるかの研究（1）
〈面的に広がる変化〉
お母さんたちの記録には書かれていないが、子どもに対して「やさしい気持ち」でかかわろうと挑
戦していると、さまざまな気付きと共に、周囲の風景が変化し始めるということがあった。
Cさんは、ご主人の言動に対する「許せない」気持ちがあって、離婚も考えていた。しかし、ご主
人が幼少期に、どういう父と、どういう母に、どのように育てられたのかに思いを馳せた時に、その
気持ちは変わっていった。この父と母に、このような環境で育てられれば、こういう性格になってい
くのは当然のことと思った。それは、夫が悪い訳ではない。誰でも、こういう環境に育てば、影響を
受けてしまうのだと思った。夫の人生の背景を知り、その視点から世界を見ると、今までと違った風
景が見えてきたのだ。
「やさしくなる」とはどういうことかを考えた時に、「相手の背景を理解する」ということが一つ
キーワードになってくるのではないかと思った。そして、相手の言動に対して、どうしてそう思うの
か、行動するのかを理解するために、相手の生い立ちを知ることは重要な手がかりとなるのではない
だろうか。
Cさんが、セミナーに参加して、「やさしい気持ち」を意識し始めたのとほぼ同時に、これまで絶
縁状態だった夫の実家から電話が来て、お姑さんから「こんなに子どもを大きく育ててくれて、あり
がとう」と言われた。Cさんは、狐につままれたような感じだった。
気持ちに変化が生じてくると、子どもに対してだけではなく、そのお母さんと関係がある何人もの
人とのかかわりが面的に変化するということがあった。それは、予想外のことであり、学生たちの
「気持ちの転換」の実験ではわからなかったことであった。
Cさんは、「やさしい気持ち」を探究する中で、自分自身に対する理解も深めていった。Cさんは、
きょうだいの中で末の子だった。末っ子ゆえに、「自分はわがままだったんだ」ということに気がつ
いた。そして、「わがままが通らない時にイライラしてしまう」というパターンがあることに気がつ
いた。自分の心のパターンに気が付くことで、イライラにストップがかかりやすくなって来たことが
推測される。
Cさんの息子への見方にも変化が生じた。ご主人の実家に行く時に、息子は「あそこには、猫がい
るから、猫のために餌を持っていこう」と考えて、買って持って行く子だった。そのようなやさしさ
があった。それを思うと、Cさんは息子が勉強が出来なくても気にならなくなった。「勉強は出来な
いけれども、あの子はこういうやさしさがあるから、いいか」という感じになった。「勉強が出来る
ようになることよりも、この子がいてくれるだけでいい」と思うようになった。そして、進学して上
の学校に行くだけが全てではなく、「この子がやりたいことがあったら、応援してあげたい」と思う
ようになった。
この面的な変化は、Cさんだけではない。子どもに対して、「やさしい気持ち」になることを試み
たAさんは、ご主人とのかかわりも全く変わってしまった。1 週間に10回くらい夫婦喧嘩をしていた
のが、Aさんがご主人に対して、何もアクションを起こしていないにもかかわらず、ご主人はやさし
くなり夫婦喧嘩が激減した。Aさんは介護の仕事をしている。仕事先の施設には、「絶対にお風呂に
入らない！」と拒絶していた高齢の利用者さんがいたが「やさしい気持ち」で接したら、「Aさんが
いうなら入るわ」とお風呂に入ってくれたのである。実験を始めて 1 ヶ月もしない頃のことで、これ
にはAさんは本当に驚いたという。
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〈今後に向けて〉
第 1 期「子供の幸せ研究会」をやってみて、お母さんが「気持ちの転換」をすることが開く可能性
の大きさを参加したお母さんたちから教えていただいた。「子供の幸せ研究会」での取り組みが、お
母さんたちの人生や、家族、その周囲にいる人々への影響を考えると、主催する側が常にお母さんた
ちに「畏敬」の気持ちを持ち、一緒に変わっていく心構えが必要であることを強く感じた。
今回参加した 7 名全員のお母さんが取り組みのレポートを出してくれたものの、あまり変化が生じ
なかったお母さんも 1 名いた。また、セミナーには参加したものの、その後多忙等で取り組みが十分
に出来なかったお母さんも 1 名いた。そういったお母さんたちに対するフォローの仕組み作りが課題
となった。
今後、「子供の幸せ研究会」での体験を重ね、他の塾や教育機関でも、同様の取り組みが出来ると
ころまで、将来的には発展させていきたいと願う。
ご協力いただいた原実氏とお母さんたちに、心からの感謝を申し述べたい。
注：
（1）心体技法とは、「心の状態が現実にどう影響を与えているか」を、身体を通して体験出来るように武道家の
米山俊光氏が創始した型。詳細は、『愛をもって新しい時代の扉を開く』（松本淳著壮神社2016）参照。
（2）原塾参照URL：http://hara-juku.com/（検索日：2019年 9 月30日）
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